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ホームスキャンデータからみるネット通販の成長性

中央大学 アジアショッパーインサイト研究会
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１）目的
コロナ禍の中でネット通販は成長を加速している。また、既存小売業も新た
にネット通販を開始しており、そのマーケットは増加する。これは、メーカーに
とって重要なチャネルとして位置付けていく必要がある.ネット通販の成長性
を分析し、どのような対応をすべき検討することを目的とする．

２）分析対象のネット通販（ネット・スーパー含む）
①楽天市場，②Amazon.co.jp，③Yahoo！ショッピング，④セブンネットショ
ッピング，⑤ロハコ，⑥イオンネットスーパー，⑦イトーヨーカドーネットスーパ
ー，⑧楽天西友ネットスーパー，⑨その他ネットスーパー，⑩その他インター
ネット通信販売，⑪インターネット以外の通信販売

３）分析対象期間：２０２０年１月～７月

４)対象パネル：31,923名（マクロミル社提供の１都３県の首都圏パネル）

５）分析対象商品：JICFS大分類１および２（加工食品、菓子、飲料酒類、日
用雑貨、医薬品、化粧品、家庭用品、DIY用品、ペット用品）
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ネット通販の普及率

２０２０年１月から２０２０年７月までの首都圏における加工食品および日用品のネット通
販の利用者（普及率）は１４．４％（4,586名/31,923名)．また、２回目の利用者の比率は
２回目の購買の１回目の購買に対する比率（リピート率）は７２％と高い．
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業態間の普及率の比較

２０２０年１月から２０２０年７月までの首都圏における加工食品および日用雑貨の業態別
の利用者（普及率）はＳＭが３８％、ＣＶＳが３３％、ドラッグストアが３４％、ネット通販が１４
％。ＳＭの普及率が低いのは生鮮３品および総菜が含まれていないためである。
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２回目の購買の１回目の購買に対する比率（リピート率）は７２％．３回目のリピ
ート率は８０％と回を重ねるたびに増加．また、１人当りの客単価は3，500円
前後と高い．

注１）リピート率=Ｎ回目の購買人
数/Ｎ-１回目の購買人数

リピート回数
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商品別ネット通販参考データ

出所）経済産業省：我が国経済社会の情報化・サービス化に係る基盤整備報告書から作成
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ネット通販の普及率の予測

下記のＢassモデルでネット通販の普及率を予測すると、

P(T)＝p＋（q／m）Y(T)
ただし、

P(T)：時点Ｔにおいてネット通販が利用される確率

Y(T)：時点Tまでにネット通販を利用した消費者数

p：革新定数パラメータ（革新的にネット通販を利用する確率）

q：模倣定数パラメータ（模倣しながらネット通販を利用する確率）

m：潜在的な最終利用者数（パラメータ）

Pの値は小さく、qの値が大きいので、多くの利用者は模倣者である。また、最終的な
採用者は、16090名となる。分析のＮ数は、31923名なので、最終的な普及率は
16090/31923=0.504で、普及率は約50％となり、２人に１人は利用する．

注）mの単位は千

注１）修正済決定係数=0.95

注２）m,p,qのパラメータはすべて有意
注３）mの単位は1,000人
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ネット通販の成長性

現在の状況下で利用者が推移すると、２０２０年度の加工食品および日用品の
ネット通販の普及率は、現在の１４％から１８％程度に増加すると予想される。
しかし、ＳＭやドラッグストア、ＣＶＳなどがネット通販を開始してくると１８％は超
えてくる可能性が高い。

2020年経過週
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ネット通販の企業別シェア

２０２０年１月から２０２０年７月までの首都圏における加工食品および日用雑貨のネット通販の企業別
金額シェアをみると、楽天市場,Amazon,Yahooショッピング，楽天西友ネットスーパー，IYネットスーパ
ー,ロハコ,イオンネットスーパーと続く.生鮮３品および総菜がデータに含まれていないために、楽天西
友ネットスーパー，IYネットスーパー,イオンネットスーパーのシェアは高くなる可能性がある．
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ネットスーパー（ＮS)利用者の他の小売への支出（SOW)

SOW(お財布シェア）=各チェーンへの支出／
総支出
・イオンNSのユーザーはIY-NSも利用する傾
向にある
・IY-NSユーザーはイオンを利用している．
・楽天西友NSのSOWは13.4％と高くロイヤル
ティが高い．
・いずれのNSも生協の個人宅配と競合してい
る
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ネット通販の売れ筋カテゴリー（JICFS):業態間比較

加工食品および日用雑貨の売れ筋上位カテゴリー（JICFS細分類別）の金額シェアをみる

と、他の業態と比較してより売れているカテゴリーは、健康食品、猫フード、美容液、犬フー
ド、果実酒、化粧水、フェイスクリーム、レギュラーコーヒー、メイク落とし、水である．健康食
品、ペットフード、化粧品、水物がネット通販でよく売れている．
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NSの売れ筋カテゴリー（JICFS):IYネットスーパー

加工食品では、牛乳、米、冷凍調理、リキュール類、日本茶・麦茶ドリンク、冷凍農
産素材、水．日用品では、トイレットペーパー、犬用品、衣料用洗剤、ティッシュペ
ーパー、犬フード、柔軟剤、台所洗剤、育毛剤などの金額構成比が高い
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NSの売れ筋カテゴリー（JICFS):イオンネットスーパー

加工食品では、リキュール類、焼酎、米、日本茶・麦茶ドリンク、水、発泡酒、冷凍
農産素材、ウィスキー、日用品では、大人用紙おむつ、トイレットペーパー、柔軟
剤、漢方などの金額構成比が高い
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NSの売れ筋カテゴリー（JICFS):楽天西友ネットスーパー

加工食品では、リキュール類、米、冷凍調理、ビール、水、冷凍農産素材、炭酸フ
レーバー、発泡酒、日本茶麦茶ドリンク、日用品では、トイレットペーパー、衣料用
洗剤、ティッシュペーパー、ラッピングフィルム、台所洗剤、ベビー用紙おむつ、キ
ッチンペーパー、漂白剤、ベビーフードなどの金額構成比が高い



Copyright  by Asia Shopper Insight
.

15

まとめ

１）ネット通販は、コロナ禍の影響もあり、成長している．現在の14％の普及率は年内に
18％まで増加する．２回から３回利用するとその後、0.8の確率で利用する．また、この成

長が続けば、将来的には５０％まで普及し、加工食品および日用品の小売チャネルとし
て重要な位置を占めてくる．

２）ネット通販の主要なプレーヤーは、楽天市場、アマゾン、Yahoo

ショッピング、楽天西友ネットスーパー,IYNネットスーパー、ロハコ、イオンネットスーパー
である．

３）ネットスーパーのSOW(お財布シェア）は、１０％程度、中でも楽天西友のSOWは１３

％と高く、ロイヤルティがある．また、各ネットスーパーのユーザーは、自社のリアル店舗
に支出する傾向があり、ネットスーパーの展開とその充実はショッパーの小売企業の利
用（来店）率を高める手段となるために、メーカーはチェーンのネットスーパーへの関与を
高めたほうがよい．

４）とくに、ネットスーパーでは、リアル店舗に比べて、米、リキュール類、日本茶・麦茶ドリ
ンク、冷凍農産素材、水．日用品では、トイレットペーパー、衣料用洗剤、ティッシュペー
パー、柔軟剤、台所洗剤などが売れ筋である．この商品カテゴリーのメーカーはネットス
ーパーを利用した販売を重視したほうがよい．


